















































1944年 11月 1日、アメリカ軍が占領したサイパン島から、初めて B29の偵察機型 F13
が高空からの東京偵察を目的に飛来した。同年 11月 24日、111機の B29が同機種としては












































































































































場　　所 機　　能 利用する既存施設 左記総坪数 予定人員
岩　
手
黒沢尻 本部、設計、計画 中学校、工業学校、倉庫、店舗 約 2,000 910 (510)
花　巻 集成部品 中学校、療養所、翁酒倉 約 3,830 690 (610)
横川目、江釣子 熱処理、溶接部品 未定　※地下工場を新設予定 約 500 220 (165)
















約 3,820 1,200 (700)
秋　田 土崎鉄道工機部、その他の協力工場を利用。































































































20日現在約 50名47)。その後増員され 7月 2日には 1日平均 272人となる48)）。
現在人員は三鷹からの転勤者 6名を含む 14名49)であるが、さらに現地で 131名採用する
予定である。




壕の連絡路は必要と思う。2,000 tゴムプレスの地下工場は 2 t爆弾に耐えることが必要で、
爆風対策も必要である」50)との連絡があった。
b　3つの地下工場の計画
1945年 6月 17日付の複数の資料によれば51)、2,000 tゴムプレス工場は、幅 3.6 m、高さ
3.6 m、長さ 20 mの通路の奥に、幅 14.6 m（又は 10 m）、高さ 9.1 m、長さ 22 mの作業場
72
表 2　敗戦時における機体部門の疎開状況
















にも用地を設定。1945年 8月 10日頃空襲 h)。 東北神 182工場
→扶桑第 186工場 i)
横川目 プレス加工 30% 横川目国民学校講堂、劇場「横黒館」など。














校 4年が 1945年 4月から動員 o)。水沢商業学
校の女子商業 2年が 1945年 7月から動員 p)。


















増　田 機械部品 20% 大地主の米蔵 u) 不　明
 a) 場所・機能・完成率は前掲 USSBS資料、USB-13, Roll. 222Aによる。完成率は 1945年 7月時点。その中の地図（本稿図 1）には、
この他に「金ケ崎工場」が記入されているがこれは扶桑第 189工場に含まれるようだ。




 c) 岩手県立黒沢尻北高等学校『黒陵 50年史 1974』同校、1974年、119頁。
 d) 岩手県教育委員会『岩手近代教育史』第 2巻、1981年、1029頁。
 e) 前掲「第一軍需工廠配属東京帝国大学文学部勤労報国隊報告書」56頁によれば、これにより三鷹の皇国第 3045工場は第 21製造廠
東京出張所という位置づけとなり、第 21製造廠の疎開は一応完成した。
 f) 4、5年生が動員された。前掲『岩手近代教育史』第 2巻、1030頁。
 g) 岩手県立花巻北高等学校『桜雲四十五年史』同校、1976年、70, 72, 229, 230頁。花巻中学の場所は現桜台小学校。
 h) 江釣子村役場『江釣子村史』同村、1971年、773, 967頁、江釣子第一小学校『百年の歩み』同校、1973年、54, 58, 59頁。なお江釣
子国民学校の場所は現江釣子中学校である。
 i) 前掲皆川進との面接によれば、扶桑第 186工場は板金工場で、本部は江釣子にあった。その中で大物の機械を扱うのが横川目の工
場だった。板金部品は江釣子で集成し、花巻で組立てる予定だった。
 j) 図 1に示される位置からすると太田村に設けられた最終組立工場のことと思われる。
 k) 加藤昭雄『後藤野　全国からの便り』「後藤野」を刊行する会、1996年、38–40頁。
 l) 岩手県立水沢商業高等学校『水商五十年史』同校、1979年、64頁。前掲『岩手近代教育史』第 2巻、1058頁は、岩谷堂高等女学校












 q) 駅付近に爆弾が落ち、中島飛行機のジュラルミンが吹き飛び、社員が 1名負傷した（前掲『水沢市史』4、1200頁）。














を予定していた。第一号熱処理工場は、幅 3.6 m、高さ 2.5 m、長さ 15 mの通路の奥に、幅
7.6 m、高さ 5.6 m、長さ 20 mの作業場を予定していた。第二号熱処理工場は、幅 3.6 m、
高さ 3 m、長さ 12 mの通路の奥に、幅 7.6 m、高さ 5.5 m、長さ 20 mの作業場を予定して
いた。すべて通路の上に作業場に通じる換気孔（建設時のコンクリート流入孔を兼ねる）を























































































































熱処理工場となる予定だった東側二つは落盤で入口が塞がり、幅約 12 m、高さ約 7 mの
窪みとなっていた。
最も西側に位置する 2,000 tゴムプレス工場となる予定だった場所には、三つの長方形の
















設の食堂、水沢劇場も用いて倉庫を 3ケ所、さらに本部を 2ヶ所、事務所を 5ヶ所設置す
る。横川目・江釣子に地下工場を建設し、移動が困難な重設備を置き、空襲に対する万全の
措置を取る。各地区との連絡用にトラック 2台、軽トラック 2台、冬季用に馬橇 2–3台用
意する。既成の建物については 6月中旬に工事をおこない、7月から作業を開始することを
目標とする。














































































































































秋田県湯沢 エンジン試作 50%e) 酒蔵 f) 扶桑第 176工場 g)
 a) 場所・機能・完成率は前掲 USSBS資料、USB-13 Roll. 222Aによる。完成率は 1945年 7月時点。
 b) 前掲 USSBS資料にこの二つの数字があり、どちらが正しいかは不明。なおこの資料によれば、五日市では 5月に建設が始まり、6
月から実験用施設と約 10%の機械を移動した。
 c) 前掲『富士重工業三十年史』49頁、表―16によれば、五日市では「耐弾地下工場」が計画または建設された。
 d) 2009年 1月 24日元三鷹研究所青年学校教員（1916年生まれ）との面接より。秋川渓谷の近くの国民学校に訓練用の機械を移動さ
せたとのことだが、学校名は不明。
 e) 前掲 USSBS資料、USB-13 Roll. 222Aによる。5月に建設が始まり 6月の終わりには約 90%の機械（約 100台）を移動したが生産
はできなかった。

























⑤ ⑥にあった穴の 3分の 1ほどの面積の穴があった。














































































































 3) 『朝日新聞』、2005年 8月 14日岩手 12版、2005年 8月 23日第 2東京版。
 4) 1919年生まれ。東京高等工芸学校精密機械科卒業後、1942年中島飛行機入社。太田製作所設計
部統制課で 2000 t油圧ゴムプレスによるジュラルミン板のプレス加工の実験に従事。1944年 3
月三鷹研究所に転勤。戦後は岩手富士産業（株）に勤務。
 5) 『朝日新聞』、2006年 1月 18日岩手 12版。NHK盛岡放送局「地下に眠る戦争の傷跡―戦闘
機製造にかけた 5ヵ月間の記録―」（25分）、2006年 7月 7日岩手県で放映。その他、筆者は
調査結果の一部を市民団体「武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会」の会報・『戦争のきずあ
と・むさしの』13号（2004年 10月 20日）、14号（2005年 1月 20日）、15号（2005年 3月 24
日）、16号（2005年 5月 25日）、17号（2005年 7月 20日）、18号（2005年 10月 20日）に発
表した。
 6) 米軍資料 “CINCPAC-CINCPOA, Special Advance Report, Nakajima Aircraft Factories, 15 Dec. 
1944”（米国国立公文書館所蔵）によれば、米軍は、中島飛行機に部品を供給していた工場で
1942年 9月まで働いていた捕虜を尋問し、この情報を得た。三鷹研究所を空襲目標とする米軍






稲会事務所、1996年、167頁に類似の記述がある。前間によればこの出来事は 1944年 12月 3
89
日に起きた。
 9) 前掲『玉泉』67頁。櫻井隆『陸軍飛行第 244戦隊史』そうぶん社、1995年、69–70頁によれば
これは 1944年 12月 3日の出来事で、四宮徹中尉機のことと思われる。
 10) 前掲『玉泉』33頁。前掲『陸軍飛行第 244戦隊史』112頁に類似の撃墜の記述があるので 1945
年 2月 19日の出来事と考えられる。




 13) 帝都防空本部発表（東京都編『東京都戦災誌』東京都、1953年、314頁）、USSBS資料、USB-13, 







 15) 2002年 10月 5日元三鷹研究所機体組立工場工員（1928年生まれ）との面接より。




 17) 斉藤健「第一軍需工廠配属　東京帝国大学文学部勤労報国隊報告書」『東京大学史紀要』第 17
号、1999年 3月、45頁。なおこの資料によれば、東大文学部から三鷹研究所に動員された約 8
割の学徒の住居が全焼または半焼し、蔵書や勉学資料を失ったという。
 18) 齊藤勉『中央本線 419列車』のんぶる社、1992年、229頁。
 19) 前掲『中島戦闘機設計者の回想』197頁。




 21) 2002年 9月 20日当時三鷹町大沢在住で、三鷹研究所機体組立工場に配属された元三鷹第二国民
学校学徒（1931年生まれ）との面接より。
 22) 2002年 8月 6日当時泰山荘に居住していた中島知久平の運転手の子女で三鷹研究所機体部門の
元職員（1927年生まれ）との面接より。
 23) 前掲 2002年 10月 5日の面接より。
 24) 同上。野川の崖の防空壕の天井から爆弾の頭が突き出ていたという回想もある（2002年 10月
23日元都立機械工業学校学徒同窓会「小金井三機会」での宮憲之典による聞き取り調査の録音、
および 2004年 3月 28日三鷹研究所機体部門材料研究に配属された元玉泉中学学徒（1931年生
まれ）との面接より）。



































 35) 例えば 1943年 11月に中島飛行機は栃木県の大谷石採掘場を地下工場建設のため買収している
（前掲『富士重工業三十年史』48頁。渡部一英『日本の飛行機王　中島知久平』光人社、1997
年、392頁）。
 36) 2002年 4月 15日元三鷹研究所機体部門総務部企画課係長、西村忠雄（1914年生まれ）との面
接より。同課所属だった東大学徒の回想記が黒住武・菱刈隆永「みちのくへの工場疎開」（前掲
『学徒出陣の記録』188–194頁）である。







 38) 全体的な状況から推定すると、1944年 7月 9日の米軍によるサイパン島占領のことだろう。
 39) 「八高線沿線」は前掲「中島飛行機（株）三鷹研究所の岩手県黒沢尻地区への工場疎開」に記述が





 42) 前掲 2002年 10月 5日の面接より。仙台の空襲は 7月 10日、宇都宮の空襲は 7月 12日。
 43) 2005年 2月 8日三鷹研究所機体部門治具設計に配属された元航空科学専門学校学徒（1925年生
まれ）との面接より。
 44) 2002年 7月 18日三鷹研究所機体部門設計部に配属された元都立航空工業専門学校学徒（1927
年生まれ）との面接より。
 45) 前掲 USSBS資料、USB-13, Roll. 222A。
 46) 小島鉄工所（高崎市）製。高さ 6.4 m、幅 5.6 m、重量 150 t（「小島鉄工所　中村　19、9、30　
中島飛行機株式会社三鷹研究所機体設計部工作研究班皆川進様　二千噸油圧成型機重量之件」・











 49) その後 38名となったようである（作成年月日不詳「横川目作業人名」皆川資料）。
 50) 「六月十四日　下山技師　皆川技師補宛メモ」皆川資料。
 51) 皆川資料、「2000噸プレス工場　縦断図　Scale = 1/200　二〇、六、一七」（2枚あり、数字が若
干異なる）、「2000 ton工場　Scale = 1/50」・「第一号熱処理工場縦断面　Scale = 1/100　二〇、
六、一七」、「第二熱処理工場縦断面　Scale = 1/100　二〇、六、一七」。
 52) 「（参考）中島飛行機藪塚地下工場の建設・使用計画及び工事進度」太田市『太田市史　史料編　
近現代』同市、1987年、526頁によれば、凝灰岩の地質で 15 m以上であれば 1 t爆弾にも耐え
るという。
 53) 皆川資料。同じ題名・日付の資料がもう 1部存在し、そこでは 2,000 tゴムプレスを設置する地
下工場の床面積を「最小限」にすることが計画されている。
 54) 米 100 gのカロリーは玄米で 350 kcal。精白米で 356 kcal。日本人の栄養所要量は、生活活動強
92
度が「高い」（例、安静 9時間、立つ 8時間、歩く 5時間、速歩 1時間、筋運動 1時間）18–29
歳男子で、2,950 kcal必要である（厚生省「第六次改定日本人の栄養所要量」1999年より）。配









れる飯場が 160坪、修理する飯場が 327坪となっている。重複がないとすれば計 487坪（約












に長い。また中央の穴の最奥部の天井には、幅約 1 m、奥行き約 2 m、深さ約 0.5 mの平坦な穴
が掘られている。上の穴に繋ぐための縦穴を掘ろうとしたのかもしれない。
 59) ジェットエンジンを搭載した戦闘爆撃機。前橋第二工場（中島飛行機太田製作所の研究試作部門
の一部が 1944年 11月に疎開した「皇国第 553工場」）で、1945年 4月設計が開始され、現図が
完成し実物大模型の製作に着手したところで敗戦となった（USSBS資料、USB-Roll. 222、国立
国会図書館憲政資料室所蔵）。









 63) 前掲『水商 50年史』64頁、水沢市史編纂委員会『水沢市史』5、水沢市、1990年、485頁、佐
倉河小学校『百年史』同校、1973年、49頁による。
93
 64) 前掲 2002年 10月 5日の面接より。
 65) 前掲『黒陵 50年史 1974』119頁。
 66) 2004年 10月 8日機関銃を発掘した元扶桑 184工場従業員・及川力男（1927年生まれ）との電






 68) 前掲『桜雲四十五年史』70, 72, 229, 230頁。岩手県立花巻北高等学校『桜雲臺六十年史』同校、
1992年、88, 388頁。
 69) 2005年 8月 24日元花巻中学学徒（1929年生まれ）との電話より。ただし皆川進の回想記によ
れば、その部品はまだ岩手県内では作れず太田製作所で製造されたものだという。
 70) 1945年 8月 11日には、講堂に製造中のキ―115の胴体が 2–3体並べてあったという（前掲『後
藤野―最北の特攻出撃基地―』165–168頁）。
 71) 前掲『桜雲四十五年史』70頁。
 72) 前掲『江釣子村史』773, 967頁。





 77) 雨天体操場の工場が撤去されたのは 1950年 10月 10日で、その際機械の一部は同校機械科に払
下げとなった。前掲『若った四十年の歩み』36, 37, 151–153頁。横手市郷土史研究会『横手郷土
史資料』同会、第 42号、81頁。












 81) 東京都公文書館蔵「昭和 24年度労働経済局自作農関係文書 4」。
 82) 富永謙吾編『現代史資料　太平洋戦争』5、みすず書房、1975年、147頁にこのような地下工場
についての記述がある。
 83) 2006年 3月 31日地元住民（1919年生まれ）との面接より。
94





 86) 前掲 2003年 8月 29日の面接より。
 87) 2002年 5月 11日三鷹研究所発動機試作工場に配属された元都立第五高等女学校学徒との面接、
2002年 8月 14日三鷹研究所機体部門の事務・製図担当の職員（1926年生まれ）との面接、




リンスエンジンストーリー」『Nostalgic Hero』芸文社、vol. 53、1996年 2月、73頁。2004年
10月 24日増田哲三との電話より。
 89) 2002年 10月 13日元三鷹研究所機体組立工場工員（1920年生まれ）との面接より。
 90) 前掲「中島飛行機三鷹研究所における動員学徒」194頁。
 91) 2002年 7月 16日元三鷹研究所機体部門会計課職員（1925年生まれ）との面接より。
 92) 2002年 11月 25日元三鷹研究所守衛（1916年生まれ）との面接より。












 98) 前掲 2005年 9月 29日の面接より。元廠長、小山悌も林業機械開発に活躍したようだ（前掲『富
嶽　米本土を爆撃せよ』91頁）。
